
(57)【要約】

【課題】発光装置製造過程および、発光装置駆動時の発

光強度低下を抑えた青色蛍光体を提供する。

【解決手段】（Ａｅ）ａ － ｄ （Ｂｅ）Ｓｉｂ Ｏｃ ：Ｅｕ

ｄ で示される青色発光２価ユーロピウム付活アルカリ土

類珪酸塩蛍光体（ただし、ＡｅはＳｒ，ＣａおよびＢａ

から選ばれる少なくとも１種類、ＢｅはＭｇまたはＺｎ

から選ばれる少なくとも１種類であり、上記ａ，ｂ，ｃ

は、ａ＝１，ｂ＝１，ｃ＝４またはａ＝１，ｂ＝２，ｃ

＝６またはａ＝２，ｂ＝２，ｃ＝７またはａ＝３，ｂ＝

２，ｃ＝８であり、ｄは０．０１≦ｄ≦０．１である）

を含有する蛍光膜を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
次 の 化 学 式 で 示 さ れ る 青 色 発 光 ２ 価 ユ ー ロ ピ ウ ム 付 活 ア ル カ リ 土 類 珪 酸 塩 蛍 光 体 を 含 有 す
る 蛍 光 膜
（ Ａ ｅ ） ａ － ｄ （ Ｂ ｅ ） Ｓ ｉ ｂ Ｏ ｃ ： Ｅ ｕ ｄ

（ た だ し 、 Ａ ｅ は Ｓ ｒ ， Ｃ ａ お よ び Ｂ ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 、 Ｂ ｅ は Ｍ ｇ ま た
は Ｚ ｎ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 で あ り 、 上 記 ａ ， ｂ ， ｃ は 、 ａ ＝ １ ， ｂ ＝ １ ， ｃ ＝
４ ま た は ａ ＝ １ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ６ ま た は ａ ＝ ２ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ７ ま た は ａ ＝ ３ ， ｂ ＝ ２ ，
ｃ ＝ ８ で あ り 、 ｄ は ０ ． ０ １ ≦ ｄ ≦ ０ ． １ で あ る ） を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
次 の 化 学 式 で 示 さ れ る 青 色 発 光 ２ 価 ユ ー ロ ピ ウ ム 付 活 ア ル カ リ 土 類 珪 酸 塩 蛍 光 体 を 含 有 す
る 蛍 光 膜
（ Ｂ ａ ｘ Ｓ ｒ １ － ｘ ） ３ － ｄ Ｍ ｇ Ｓ ｉ ２ Ｏ ８ ： Ｅ ｕ ｄ

（ た だ し 、 ０ ≦ ｘ ≦ ０ ． １ ま た は ０ ． ６ ５ ≦ ｘ ≦ １ ， ０ ． ０ １ ≦ ｄ ≦ ０ ． １ で あ る ） を 備
え た こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 平 面 型 希 ガ ス 放 電 蛍 光 ラ ン プ 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発
光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 三 波 長 型 白 色 蛍 光 ラ ン プ 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 電 界 放 射 型 デ ィ ス プ レ イ 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か 記 載 の 発 光 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 紫 外 線 、 真 空 紫 外 線 、 電 子 線 に よ り 励 起 さ れ て 発 光 す る 蛍 光 体 を 蛍 光 膜 と し て
備 え た 平 面 型 希 ガ ス 放 電 蛍 光 ラ ン プ 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 、 三 波 長 型 白 色 蛍 光 ラ ン プ お
よ び 電 界 放 射 型 デ ィ ス プ レ イ に 係 り 、 発 光 装 置 お よ び こ れ を 用 い た 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
平 面 型 希 ガ ス 放 電 蛍 光 ラ ン プ 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 、 三 波 長 型 白 色 蛍 光 ラ ン プ お よ び 電
界 放 射 型 デ ィ ス プ レ イ に 代 表 さ れ る 各 種 発 光 装 置 、 表 示 装 置 に お け る 性 能 は 、 使 用 さ れ る
蛍 光 体 性 能 に 依 存 し て い る 部 分 が 大 き い 。 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ （ Ｐ Ｄ Ｐ ） に お い て は 、
青 色 蛍 光 体 と し て ア ル ミ ン 酸 塩 蛍 光 体 の Ｂ ａ Ｍ ｇ Ａ ｌ １ ０ Ｏ １ ７ ： Ｅ ｕ （ し ば し ば Ｂ Ａ Ｍ
蛍 光 体 と 呼 ば れ る ） が 一 般 的 に 使 用 さ れ て き た 。 し か し 、 パ ネ ル の 製 造 過 程 お よ び パ ネ ル
駆 動 時 に お け る 発 光 強 度 の 低 下 が 大 き い と い う 問 題 が あ る 〔 マ テ リ ア ル ・ イ ン テ グ レ ー シ
ョ ン （ Ｍ ａ ｔ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ Ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） Ｖ ｏ ｌ ． １ ４ ， Ｎ ｏ ． ９ （ ２ ０ ０ １ ）
Ｐ ． １ ８ 〕 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 発 光 装 置 製 造 過 程 お よ び 、 発 光 装 置 駆 動 時 の 蛍 光 体 発 光 強 度 低 下 を 抑 え
た 青 色 蛍 光 体 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
発 明 者 ら は 、 青 色 蛍 光 体 に 関 し て 検 討 し た 結 果 、 下 記 化 学 式 で 表 さ れ る 組 成 を 持 つ こ と を
特 徴 と す る 珪 酸 塩 青 色 蛍 光 体 を 使 用 す る こ と で 、 製 造 過 程 等 に お け る 発 光 強 度 の 低 下 が 抑
制 さ れ る こ と を 見 出 し た 。
（ Ａ ｅ ） ａ － ｄ （ Ｂ ｅ ） Ｓ ｉ ｂ Ｏ ｃ ： Ｅ ｕ ｄ

（ た だ し 、 Ａ ｅ は Ｓ ｒ ， Ｃ ａ お よ び Ｂ ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 、 Ｂ ｅ は Ｍ ｇ ま た
は Ｚ ｎ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 で あ り 、 上 記 ａ ， ｂ ， ｃ は 、 ａ ＝ １ ， ｂ ＝ １ ， ｃ ＝
４ ま た は ａ ＝ １ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ６ ま た は ａ ＝ ２ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ７ ま た は ａ ＝ ３ ， ｂ ＝ ２ ，
ｃ ＝ ８ で あ り 、 ｄ は ０ ． ０ １ ≦ ｄ ≦ ０ ． １ で あ る 。 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ 用 と し て 一 般 的 に 用 い ら れ て い る Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 は 、 ス ピ ネ ル ブ ロ ッ
ク お よ び 、 ス ピ ネ ル ブ ロ ッ ク 間 を 結 び つ け る 酸 素 と Ｂ ａ （ ま た は Ｅ ｕ ） か ら な る 伝 導 層 か
ら 構 成 さ れ る 層 状 構 造 を 持 つ 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
例 え ば Ｐ Ｄ Ｐ 製 造 過 程 に お い て は 、 Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 と ビ ヒ ク ル の 混 合 物 （ 蛍 光 体 ペ ー ス ト と
呼 ば れ る ） が 加 熱 さ れ る 際 、 伝 導 層 中 の 原 子 が 結 晶 内 で 位 置 を 変 え て し ま う こ と に よ り 結
晶 欠 陥 が 生 じ 、 こ れ が 発 光 強 度 低 下 の 一 因 と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 組 成 式 （ Ａ ｅ ） ａ － ｄ （ Ｂ ｅ ） Ｓ ｉ ｂ Ｏ ｃ ： Ｅ ｕ ｄ （ た だ し 、 Ａ ｅ は Ｓ ｒ ， Ｃ
ａ お よ び Ｂ ａ か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 、 Ｂ ｅ は Ｍ ｇ ま た は Ｚ ｎ か ら 選 ば れ る 少 な く
と も １ 種 類 で あ り 、 上 記 ａ ， ｂ ， ｃ は 、 ａ ＝ １ ， ｂ ＝ １ ， ｃ ＝ ４ ま た は ａ ＝ １ ， ｂ ＝ ２ ，
ｃ ＝ ６ ま た は ａ ＝ ２ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ７ ま た は ａ ＝ ３ ， ｂ ＝ ２ ， ｃ ＝ ８ で あ り 、 ｄ は ０ ． ０
１ ≦ ｄ ≦ ０ ． １ で あ る 。 ） で 示 さ れ る 青 色 発 光 ２ 価 ユ ー ロ ピ ウ ム 付 活 ア ル カ リ 土 類 珪 酸 塩
蛍 光 体 を 含 有 す る 蛍 光 膜 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 お よ び 、 上 記 発 光 装 置 を 備 え
た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 青 色 蛍 光 体 に お い て は 、 発 光 強 度 の 低 下 が Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 よ り 少 な い 。 そ の 詳 細 な
機 構 は 未 だ 不 明 で あ る が 、 Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 に 比 べ て 結 晶 構 造 が 単 純 で あ る こ と が 一 因 で あ る
と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 蛍 光 体 は 、 従 来 か ら 用 い ら れ た 方 法 に よ り 合 成 す る こ と が で き る 。 各 原 料 （ 炭 酸
塩 、 酸 化 物 な ど ） と 、 必 要 に 応 じ て 反 応 促 進 剤 を 所 定 量 配 合 し 、 混 合 す る 。 混 合 し た も の
を ア ル ミ ナ 製 坩 堝 内 で 大 気 ま た は 酸 化 性 雰 囲 気 で 数 時 間 焼 成 す る （ 焼 成 温 度 は １ ０ ０ ０ ～
１ ３ ０ ０ ℃ ） 。 焼 成 品 を 粉 砕 し た 後 、 還 元 雰 囲 気 に て 数 時 間 焼 成 す る （ 焼 成 温 度 は １ ０ ０
０ ～ １ ３ ０ ０ ℃ ） 。 そ の 後 必 要 に 応 じ て 洗 浄 、 粉 砕 過 程 を 経 て 粒 径 を 整 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に し て 作 製 し た 本 発 明 の 青 色 蛍 光 体 は 、 Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 に 比 べ て 製 造 過 程 や パ ネ ル
駆 動 時 の 発 光 強 度 低 下 が 抑 え ら れ た 良 好 な 特 性 を 示 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 に 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に よ っ て 制 限 さ れ る も の で は な
い 。
（ 実 施 例 １ ）
原 料 と し て Ｂ ａ Ｃ Ｏ ３ （ ２ ． ９ ８ ｘ モ ル ％ ） 〔 ０ ≦ ｘ ≦ １ 〕 ， Ｓ ｒ Ｃ Ｏ ３ （ ２ ． ９ ８ （ １
－ ｘ ） モ ル ％ ） ， Ｍ ｇ Ｃ Ｏ ３ （ １ モ ル ％ ） 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ （ ２ モ ル ％ ） ， Ｅ ｕ ２ Ｏ ３ （ ０ ． ０
１ モ ル ％ ） を 秤 量 、 混 合 し 、 得 ら れ た 混 合 物 を ア ル ミ ナ 坩 堝 内 に て 、 大 気 雰 囲 気 中 、 １ ３
０ ０ ℃ で ３ 時 間 焼 成 し た 。 焼 成 物 を 粉 砕 後 、 還 元 雰 囲 気 に て １ ３ ０ ０ ℃ で ３ 時 間 焼 成 し た
。 焼 成 物 を ボ ー ル ミ ル に て 粉 砕 し た 後 、 水 洗 、 分 級 、 乾 燥 し て （ Ｂ ａ ｘ Ｓ ｒ １ － ｘ ） ２ ．

９ ８ Ｍ ｇ Ｓ ｉ ２ Ｏ ８ ： Ｅ ｕ ０ ． ０ ２ 〔 ０ ≦ ｘ ≦ １ 〕 で 表 さ れ る 蛍 光 体 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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本 蛍 光 体 ４ ０ 重 量 部 と ビ ヒ ク ル ６ ０ 重 量 部 を 混 ぜ て 蛍 光 体 ペ ー ス ト と し 、 ガ ラ ス 基 板 上 に
ス ク リ ー ン 印 刷 に よ り 塗 布 し 、 乾 燥 、 焼 成 工 程 に よ り ペ ー ス ト 内 の 揮 発 成 分 の 除 去 と 有 機
物 の 燃 焼 除 去 を 行 い 、 蛍 光 体 膜 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ガ ラ ス 基 板 上 か ら こ の 蛍 光 体 を 剥 が し て ペ ー ス ト 焼 成 粉 を 作 製 し 、 エ キ シ マ ラ ン プ （ 中 心
波 長 １ ４ ６ ｎ ｍ ） で 励 起 し た 際 の 発 光 強 度 （ Ａ １ ） を 測 定 し た 。 こ の 際 、 印 刷 焼 成 し な い
、 元 の 蛍 光 体 粉 体 の 発 光 強 度 （ Ａ ０ ） を 測 定 し た 。 ペ ー ス ト 焼 成 過 程 で の 劣 化 を 表 す 指 標
と し て 、 発 光 強 度 維 持 率 （ Ａ ＝ Ａ １ ／ Ａ ０ × １ ０ ０ ） を 用 い た 。 ま た 比 較 の た め 、 青 蛍 光
体 と し て 一 般 的 に 用 い ら れ て い る Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 に つ い て も 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 発 光 強 度 輝 度 維 持 率 （ Ａ ） を 示 す 。 本 発 明 に よ る （ Ｂ ａ ｘ Ｓ ｒ １ － ｘ ） ３ ― ａ Ｍ ｇ
Ｓ ｉ ２ Ｏ ８ ： Ｅ ｕ ａ 蛍 光 体 〔 ０ ≦ ｘ ≦ ０ ． １ ま た は ０ ． ６ ５ ≦ ｘ ≦ １ 〕 が Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 よ
り も ペ ー ス ト 焼 成 時 の 発 光 強 度 維 持 率 が 大 き く 、 劣 化 が 抑 制 さ れ た 良 好 な 特 性 を 持 つ こ と
が 示 さ れ た 。
（ 実 施 例 ２ ）
本 発 明 に よ る 蛍 光 体 を 用 い て Ｐ Ｄ Ｐ を 作 製 し 、 駆 動 劣 化 特 性 を 測 定 し た 。 図 ２ に Ｐ Ｄ Ｐ に
お け る 表 示 パ ネ ル の 概 略 図 を 示 す 。 図 ２ に お い て １ は 前 面 基 板 、 ２ は 背 面 基 板 、 ３ は ア ド
レ ス 電 極 、 ４ は 隔 壁 、 ５ は 蛍 光 体 層 、 ６ は 背 面 板 ガ ラ ス 、 ７ は 誘 電 体 層 、 ８ は 前 面 板 ガ ラ
ス 、 ９ は 誘 電 体 層 、 １ ０ は 保 護 膜 、 １ １ は サ ス テ イ ン 電 極 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 例 の Ｐ Ｄ Ｐ は 、 前 面 基 板 １ と 背 面 基 板 ２ を 張 り 合 わ せ て 一 体 化 し て 構 成 さ れ る 。 背
面 基 板 ２ に ア ド レ ス 電 極 ３ お よ び 隔 壁 ４ を 形 成 し た 後 、 以 下 の 手 順 で 隔 壁 ４ 間 に Ｂ ａ ３ Ｍ
ｇ Ｓ ｉ ２ Ｏ ８ ： Ｅ ｕ ０ ． ０ ２ 蛍 光 体 層 ５ を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
す な わ ち 、 蛍 光 体 ４ ０ 重 量 部 と ビ ヒ ク ル ６ ０ 重 量 部 を 混 ぜ て 蛍 光 体 ペ ー ス ト と し 、 ス ク リ
ー ン 印 刷 に よ り 塗 布 し 、 乾 燥 、 焼 成 工 程 に よ り ペ ー ス ト 内 の 揮 発 成 分 の 除 去 と 有 機 物 の 燃
焼 除 去 を 行 い 、 蛍 光 体 層 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 背 面 基 板 ２ を 前 面 板 １ と 貼 り あ わ せ て 放 電 ガ ス を 封 入 し た プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル を 作 製 し 、 発 光 強 度 の 駆 動 時 間 特 性 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
パ ネ ル 駆 動 開 始 時 の 発 光 強 度 （ Ｂ ０ ） お よ び パ ネ ル 駆 動 後 ５ ０ ０ ｈ で の 発 光 強 度 （ Ｂ １ ）
を 測 定 し 、 パ ネ ル 駆 動 に よ る 劣 化 を 表 す 指 標 と し て 、 発 光 強 度 維 持 率 （ Ｂ ＝ Ｂ １ ／ Ｂ ０ ×
１ ０ ０ ） を 用 い た 。 ま た 比 較 の た め 、 青 蛍 光 体 と し て 一 般 的 に 用 い ら れ て い る Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光
体 に つ い て も 同 様 の 測 定 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 前 記 測 定 の 結 果 を 示 す 。 本 発 明 に よ る （ Ｂ ａ ｘ Ｓ ｒ １ － ｘ ） ３ － ａ Ｍ ｇ Ｓ ｉ ２ Ｏ ８

： Ｅ ｕ ａ 蛍 光 体 〔 ０ ≦ ｘ ≦ ０ ． １ ま た は ０ ． ６ ５ ≦ ｘ ≦ １ 〕 が Ｂ Ａ Ｍ 蛍 光 体 よ り も パ ネ ル
駆 動 時 の 発 光 強 度 維 持 率 が 大 き く 、 劣 化 が 抑 制 さ れ た 良 好 な 特 性 を 持 つ こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 、 パ ネ ル 駆 動 時 の 発 光 強 度 変 化 の 少 な い 寿 命 特 性 の 優 れ た 発 光 装 置 、 表 示 装
置 が 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 に お け る ペ ー ス ト 焼 成 前 後 で の 発 光 強 度 維 持 率 を 示 す 測 定 図 。
【 図 ２ 】 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 蛍 光 体 に お け る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 駆 動 ５ ０ ０ 時 間 で の 発 光 強
度 維 持 率 を 示 す 測 定 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 前 面 基 板 、 ２ … 背 面 基 板 、 ３ … ア ド レ ス 電 極 、 ４ … 隔 壁 、 ５ … 蛍 光 体 層 、 ６ … 背 面 板
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ガ ラ ス 、 ７ … 誘 電 体 層 、 ８ … 前 面 板 ガ ラ ス 、 ９ … 誘 電 体 層 、 １ ０ … 保 護 膜 、 １ １ … サ ス テ
イ ン 電 極 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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